
 

 

 

 

 

 

８月に入り全国的に本格的な夏となりました。ファース本部のある北海道で

も短い期間ですが夏日、真夏日があります。昨今は、北海道でもエアコンを設

置するご家庭も多くなってきました。 

寒冷地用エアコンの普及で、夏の冷房に限らず、真冬も十分に暖房として使

えることから夏だけの贅沢品のようなイメージは少なくなってきました。 

諸般の事情により夏冬限らず節電が必要となりましたが今回は、我慢せずに

節電しながら快適に過ごす方法を紹介いたします。 

■エアコン稼動前に出来るだけ室温を下げる 

暑い時にエアコン稼働で室温を下げることは当たり前ですが、室温が高い状

態から温度を下げるためエアコン稼働状況が極めて消費電力が多くなります。 

先ずは、窓を開け通風し、出来るだけ外気温に近くなるまで温度を下げてか

らエアコンを稼動させることをお勧めします。 

風があまり入ってこない時は、台所やお風呂の換気扇を稼動させて空気を入

れ替えすることも良いでしょう。 

これはエアコンのエネルギー消費効率（ＡＰＦ）を高いところ「省エネ」で

使用するためのエアコンの上手な使い方です。 

■天井裏の断熱材を厚くする 

夏の日差しを受けた屋根材は 100 度近い高熱なり、直下である天井裏も高

温になります。一般的な住宅は屋根の下になる天井に断熱材＋気密材を施工し、

暑さ寒さを防いでおります。中には施工が不十分な場合もありますので、暑さ

がひどい場合は、断熱気密材をチェックし、必要であれば断熱材を厚く入れる

ことで暑さを軽減できます。出来れば寒冷地なみの 200 ㎜以上のグラスウー

ルを載せることをお勧めします。価格も安価で数年でもとが取れます。 

■窓の日射対策を 

窓からの日射対策も大切です。特に気温が上がってからの西日は強敵です。

窓ガラスに遮熱機能があれば効果がありますが、単板ガラスや透明ガラスの場

合は、室内を高温にさせます。出来る限り、カーテンやブラインドを使って日

射を遮るか、１階であれば外に簾を置くなどの対策が必要です。 

なお、ガラス面に張る遮熱フィルムも効果がありますが、網・金属入りガラ

スや複層ガラスなどの特殊ガラスには貼れませんので、購入する際は取扱説明

書を十分お読みください。 

■床下換気口を開けましょう 

基礎断熱を行っている住宅には設置しておりませんが、一般の住宅の外部基

礎立ち上がり部分に同じ間隔にて床下換気口が設置しております。 

床下換気口は、名前の通り床下の換気を行う口で夏などの湿気の多い時期は必

ず開けて自然換気を行う必要があります。したがって、この時期は開ける必要

がありますので、一度点検されることをお勧めします。 

なお、冬場に床下換気口が開いていると冷気が入り、住宅が寒くなりますの

で、冬は必ず閉めるようにしてください。 

 

 

福地建装では、「ファースの家」に関する情報を満載にした「ファースの家」

ポータルサイトを開設し、全国のファース加盟工務店様の紹介・施工事例・イ

ベント・ブログなどを紹介しております。 

ポータルサイトの大きな目的としては、実際に「ファースの家」にお住まい

のお客様の声を出来る限りたくさん掲載し、どのような評判の家なのかをご理

解戴く目的もあります。 

また、お客様の声の中には「これから家づくりを行なう方へのアドバイス」

があり、住宅建築を経験した方からの大変貴重なコメントも掲載しております。 

これから家づくりをお考えの方は、是非一度ポータルサイトをご覧になり、

家づくりの参考にして戴きたいと思います。このポータルサイトは、ファース

加盟工務店の応援コメントも入れられます。どうぞ地域のファース加盟工務店

を「ファースの家」にお住いのユーザー様で育てて下さい。パスワードは工務

店にあります。検索は、『健康住宅 ファースの家』で検索してください！ 

（著 業務部 柳田貴志） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※前回「幸太の知恵袋」で紹介の「鍵の抜き差しを楽にする秘訣」の記事中で、「鍵穴に油

を差してもいいけど」と記載しました。しかし、サッシメーカーさんから、油がほこりをよ

び動きを悪くする為、鍵穴に注油はしないで下さいとの指摘がありました。 
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◇ 真夏の暑さを出来る限り快適に ◇ 

 

布団を干すには 

布団を干す時はね、午前１０時から午後３時までが一番いい時間なの。 

湿気が少ないからね。 

 日当たりのいい所に４時間ぐらい干して、取り込むときに、手で軽くたた

くこと。布団たたきで強くたたきすぎると生地が傷むから気を付けてね。 

取り込んだ布団はすぐ押入にいれずに、しばらくたたんでそのままおいとい

て、熱を発散させることだよ。 

◇ これから家づくりをお考えの皆様へ ◇ 


